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東日本大
い状況とな
震災から1年が経ち、被災地では瓦礫撤去など復旧の兆しは見えるものの、いまだ復興には程遠
っている。
しかし震災発牛以降生 多くの国民が被災地の復興のため、募金活動や支援物資の送付、現地のボランティ
的に行動してきた。多くの善意が被災地復興の一助となっていることは疑う余地はない。アなど積極
今回は金
学校、住民
沢大学の復興支援について特集した。大震災以降、教員の有志が中心となり、地元石川の生協や
と連携し、被災地の瓦礫撤去や仮設住宅での足湯活動などのボランティア派遣を実施してきた。連携し、
本号では〉舌動に関わった人たちの生の声を中心に取りまとめている。
復興支援の取り組みは不足している。紹介した取り組みは微力なものかもしれないが、こうした
、理解することで、何らかの行動を起こしていただければと思う。そして－日も早い被災地の復
まだまだ
活動を知り
興を願ってやまない。
を受けた自治体である。被災戸数は全壊3，156戸、
大規模半壊97戸、半壊85戸、一部損壊27戸であ
り、全壊戸数が圧倒的であることも津波被害の特徴
を示している。人的被害では、震災による死亡者
1,656人、行方不明者72人、確認調査中が23人と、
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陸前高田市での災害ボランティア活動
筆者が大震災発生以来、毎月足を運んでいるのは
岩手県陸前高田市である。陸前高田市といえば海岸
から約600メートル離れた4階建市庁舎の3階天井
にまで15メートルを超える津波が押し寄せ、市街
地は壊滅状態、岩手県内でもっとも甚大な津波被害 陸前高田市庁舎（20114.19）
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心の手をつなぐﾞ高岡市立成美小学校教諭高島英公子.。⑦
コープいしかわの復旧復興支援活動と金沢大学と
篭鰻:合昌一薑いしか豊⑩連携してのボランティア活動の取り組みについて
東北ボランティアに参加して 金沢覆橲噌然科学鱸:･･･⑭
－－①CURESNEWSLETTER)（
総人口24,246の約7％が津波で命を落としており、
市街地には住民の3分2近くが犠牲になった自治会
もある。
「なぜ支援の先が陸前高田市なのですか？」とい
う質問を受けることがある。今回の震災では
500kmにも及ぶ範囲が被災しているため、当初は
どこに入るのが良いかは決められず、ただ、支援が
薄いところには入ろうと考えていた。今回の津波被
害では、特に岩手県と宮城県の沿岸部の被害が甚大
であった。そんな中、GW前までの現地でのボラン
テイア受け入れ体制の状況をみると、宮城県に多数
のボランティアが入っていた一方で、岩手県は宮城
ほど人が集まっていないことに気付いた。これには
後に「石巻モデル」と評される災害ボランティアセ
ンター（以下、ボラセン）の運営方法、情報発信力、
コーデイネートカなどの力量によるところも大きい
が、地理的距離も大きな要因だと思われる。関東周
辺からのボランテイアは距離的にも近い宮城県に入っ
た。一方の岩手は地理的に遠く、加えていくつもの
幹線道路が寸断されていたため、支援先に近づけな
い状況が続いた。また、当時は長期にわたりガソリ
ン給油が困難な状況が続いたため、ガス欠に陥らな
いためにも、地理的に遠い岩手県より宮城県内の被
災地という選択が働いた面がある。加えて、当初は
岩手県内の被災地情報が十分に発信されなかったた
め、ボランティア側にすれば、どこに支援に入って
良いのかわからない状況であった。大震災から1カ
月が経過した段階でさえ、ボラセンではスタッフ不
足、ボランテイア不足が続き、落ち着くには程遠い
状況にあった。それならば、と支援先を岩手に決め
た。岩手県内に限っても、三陸海岸に面する自治体
はすべて被災しており、どの自治体も支援が必要な
ことに変わりはなかった。しかし、金沢から被災地
に向かうためには、一関市ICまでが約10時間、さ
らに一関市から沿岸部の被災自治体に行くのに2時
間を要する。当初から継続した支援を想定していた
こともあり、宮古市など遠方はあきらめ、岩手県内
でもっとも被害が甚大な陸前高田市に入ることにし
た。
ボラセン担当者からの情報で支援先候補に挙がっ
たのが同市広田地区である。同地区は広田半島の先
端に位置し、大震災当日は半島の両側から津波が押
し寄せ、一時陸の孤島と化した被災地である。学生
による足湯活動を受け入れてくれる避難所を探して
いたところ、受け入れ先として最初に名乗りを挙げ
②
てくれたのが広田小学校避難所であったことから、
以後、金沢大学による広田地区への支援活動がスター
トすることになった。
学生との支援活動
5月中旬の第1回目の派遣以降、12月までに計
11回、延べ180人を超える学生・職員が被災地を
訪れた。授業に支障が出ないよう派遣スケジュール
を組んだため、金曜日の夜に角間キャンパスを出発
し、日曜日の午後11時ごろ角間到着というハード
なものであった。活動当初、宿泊先がなかったため、
隣接する市町の廃校になった小学校の体育館や公民
館などにお世話になり、寝袋を並べて雑魚寝する時
期も続いた。体力的にも決して楽ではなかったが、「被
災地の役に立ちたい」という熱い思いを持った学生
たちが参加してくれたおかげで一回一回が充実した
派遣になった。
広田小学校での足湯（2011.6.11）
被災地では2つの班を編成し活動した。1つは瓦
礫撤去など肉体労働を主軸とした活動班であり、も
う1つは避難所・仮設住宅内での活動班である。前
者は主としてボランティアセンターに指示された地
域に入り活動するもので、瓦礫の撤去、住宅内の泥
出し、海岸の漂流物撤去、遺留品のデータベースづ
くりなどが主たる活動内容である。後者の活動の中
心は足湯ボランテイアである。足湯ボランテイアに
ついては、金沢大学「能登見守り．寄り添い隊「灯｣」
(以下、「灯｣）が、現在もなお能登半島地震の被災
地において活動を続けているが、この灯メンバー中
心に広田地区の避難所および仮設住宅で足湯活動を
実施している。これ以外に、マリンバコンサート、
子どもたちとの楽器づくり、お茶会、炊き出しなど
被災住民同士の交流促進を意識した活動を行ってき
た。被災地同士のつながりという点で特筆したいの
が、表札プロジェクトである。同プロジェクトは、
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能登半島で被災した穴水町や輪島市の住民の協力に
より実現したものである。能登産のあすなる（あて）
の木を、穴水町の製材所に提供してもらい、輪島塗
職人の指導を受けながら、中国産と岩手産の漆をブ
レンドした特別な漆を表札の板に塗り、その後、山
中小学校、門前高等学校の児童・生徒も参加して約
200世帯分の表札を完成させたのである。7月、8
月に表札を届け、住民の方の協力を得ながら設置し
たのであるが、「無機質な仮設住宅に生活感が出た」
｢我が家に帰ってきたみたい」「家を建て直したら必
ず持っていく」など、とても喜ばれた。金沢から被
災地に行くことは決して容易ではない。バス代など
経費もかかることから、月1回がやっとである。表
札には「月1回しか来れないけど、広田の人たちの
も財産も失った被災世帯の中には、生活を営む上で
不可欠な水道光熱費さえ負担となっている人がいる
ことを見逃してはならない。
仮設の狭さも課題だ。7人家族が2間で生活して
いる世帯もあり、時間の経過とともに長屋式仮設住
宅に暮らす住民の間にストレスが溜まり始めている。
特に「3軒隣の家の子供の泣き声が聞こえる」「夫
婦喧嘩が筒抜け」といった音に関する苦情が多い。
また、よかれと思って実施したことが思わぬ騒音問
題をもたらしたケースもある。コミュニケーション
の場づくりのために、支援団体が仮設住宅の敷地内
にベンチを設置した。天気の良い日は高齢者がベン
チに座り日向ぼっこをしながら会話を楽しむ光景が
見られるようになった。しかし、ベンチ横の住民か
らは「一日中外の会話が聞こえ続くので耐えられな
い」といった声が挙がったのだ。だれもが被災し、
苦しんでいることに変わりはないため、不平不満が
あってもなんとか耐えながらここまで来た。しかし、
仮設での慣れない生活とこれから先の生活の不安で、
多くの人がストレスを溜め込んでいる。
仮設住宅の配置も過去の教司||が活かされたものと
なっていない。広田に設置された仮設住宅は従来の
5～6棟の長屋式で、開口部はすべて同じ方向を向
いている。この開口部の向きこそが、仮設コミュニ
テイ形成の弊害になっている。開口部が向き合った
状態であれば、自然と近所同士が顔を合わせる機会
も増え、コミュニケーションも生まれる。安否確認
の面でも一定の効果が期待される。広田地区の様な
仮設住宅の場合、意識して住民同士のコミュニケー
ションを促す働きかけがなければ、他の住民と疎遠
になる世帯を生み出しかねない面がある。
仮設住宅での健康面も大きな課題だ。抽選でもっ
とも早く入居できた世帯の場合、この12月で仮設
住宅での暮らしは7カ月目となる。もともと高齢化
率の高い地域であるため、入居者の大半は高齢者で
?
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表札の取りつけ（2011.8.22）
ことを忘れない」というメッセージも込めている‘
表札を贈ったこと、毎月通い続けたことで、被災者
と顔見知りになり、電子メールや手紙のやりとりを
する間柄になった学生もいる。学生たちと続けてい
る活動は些細なものかもしれない。しかし、こうし
た関係の積み重ねが、被災地および被災された方々
が、住み続けるという希望を捨てることなく前向き
に歩むことにつながればと考えている。
被災地の課題
広田地区に設置されている仮設住宅は、能登半島
地震の際に設置された「夏暑く、冬寒い」住宅であ
る。夏に訪れた際、多くの世帯ではエアコンが動い
ていなかった。エアコンの風に慣れていない高齢者
が使用しないというケースもあったが、電気代を惜
しんでうちわで凌いでいる人も少なくなかった。仮
設住宅は自力再建を前提にしていることから、避難
所では負担することのなかった水道光熱費を利用者
は負担しなければならない。津波で家も家族も仕事 陸前高田市内の仮設住宅（2011.6.11）
③CURESNEWSLETTER,（
④ある。住民の多くは、これまで畑仕事や海の仕事な
どの生業に関わっていた。しかし、津波で畑を失い、
作業するための道具を失ったため「毎日、何もする
ことが無い」と、住宅の中に籠っている人が増えた。
そのため、高血圧症の住民が増えていることが懸念
されている。これ以外にも、震災前に健康だった人
が認知症を発症したケースや、要介護度1の人が要
介護度4，5になったケースなどが報告されている。
仮設住宅での暮らしが長期化することを前提に、外
に出るためのソフト面の工夫が一層重要になってく
る。
復興の視点：住み続けられる地域の構想
被災地でのボランティア活動は、これまでのよう
な大きな瓦礫の除去など、マンパワーと人数が必要
なものは時間とともに減っていく。では、ボランティ
アはもう必要ないのだろうか。答えは「NO」だ。
活動の質的な変化はあるものの、これまで同様ボラ
ンティアによる支援が必要な被災地は数多くある。
むしろ、被災地域の住民が自らの力で将来を考えて
いこうとするとき、外部支援者の力はいままでにも
増して必要なのかもしれない。
被災地の状況を勘案すると、今後の活動に向けた
ポイントは2つある。第1は心の支援である。被災
地には被災直後精神科医やソーシャルワーカーなど
が全国から駆け付け、被災者の精神面の支援を行っ
てきた。こうした専門家の投入は、大震災発生から
3カ月程度であり、以後は規模が縮小している。震
災発生から3か月といえば仮設住宅入居直後まで対
応したということになる。しかし、専門家を含めた
心のケアは、むしろこれから重要になってくるので
はないだろうか。自宅を失い、家族を失い、仕事を
失った被災者のストレスは相当なものである。3月
11日に目の前で起こった光景が脳裡から離れず苦
しんでいる人も多い。それゆえ、被災者がフラッシュ
バックや心的ストレス症状を進行させないよう、万
全の態勢で臨む必要がある。そうでなければ、仮設
住宅での暮らしは自力復興に向けたリハビリ期間と
はならない。仮設住宅の入居期限を迎える頃に自力
で復興を遂げられないくらいに疲弊しきってしまう
ようなことがあってはならない。
第2は継続的な支援である。今回設置された仮設
住宅の団地数は岩手県で319、宮城県で406ある。
そして、個々の団地について、コミュニテイレベル
の復興の潜在力を引き出すという点で、継続的に関
わる外部支援組織があることが求められる。瓦礫に
埋め尽くされていた応急復旧時であれば、マンパワー
の足りないところにボランテイアを投入する方法は
一定の妥当性がある。しかし、こうした支援のあり
方は、住民との関係づくりという点で弱いものにな
りがちである。津波で多くの犠牲者を出した地域の
中には、コミュニテイの再生の基盤となる人を大勢
失ったところもある。そのような地域では、被災地
が今後復興を遂げていく過程で、一つの地域に関わ
り続けてくれるよそ者の力が求められる。
これまで金沢大学は、岩手県陸前高田市広田地区
と継続した関わりを積み上げてきた。そのため、い
までは住民の間に金沢大学の存在は周知されており、
自治会長をはじめ仮設コミュニテイ運営を担う人た
ちからの信頼を得ている。広田地区と金沢大学との
間のような関係性がすべての仮設住宅、中でもコミュ
ニティづくりに苦戦している仮設団地で結ばれてい
けば、被災地の復興は一段と早く進むだろう。
被災地の復興は一律ではない。復興と言う滑走路
を2年で離陸する地域もあれば、5年かかる地域も
あるだろう。個人についても同様だ。加えて、一律
的に復興したと捉えることは、復興していない個人
や地域の存在を見えなくしてしまう危険性をはらん
でいる。被災地住民の大部分は、未だ復興を考える
余裕などないはずだ。だとすれば、被災地住民の本
意ではない復興に引っ張られていかないよう、そし
て、住民自身がじっくりと復興を考えられるような
支援が求められるのではないだろうか。
希望の一本松をバックに（2011.11.20）
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東日本大震災から学ぶ
地域コミュニティの意義と役割
はじめに
世界は金融・財政・経済危機、天変地異、温暖化、
人口・貧困・紛争問題が起こり、一方で日本では、
社会保障低下や人口減、家族構成変化、格差・無縁
社会など、社会のかたちが大きく変わり、子供、孫、
これから生まれてくる子にリスクを引き継ぐ課題を
抱え困窮化する状況下にある。
その中で2011年3月11日、東北地方太平洋沖
大地震と大津波が東日本を襲い、福島の原子力発電
所を壊し、広域な被災地、膨大な被害者を生み出し、
予想もしなかった自然・人為の複合災害が発生した。
地震列島に住む我々は、どのように復興するべきな
のか。山積する国難の時こそ、今回の震災を教訓に
し、あらゆる命が幸せに生きる日本を創り出し、残
していくことが求められている。
大震災の影響と人間社会
東日本大地震では、多くの人々が恐怖や悲しみか
ら将来に望みをなくした。津波や火災による恐怖、
避難所での寒さ、原発事故の目に見えない放射線量、
東北内陸部での家屋の倒壊や山間地の土盛り士の崩
壊、関東地方でも液状化、津波の後の汚れた海など、
例を挙げればきりがない。また被害が少なかった人
には、自分だけ助かってよいのかと悩み苦しみ、自
責の念に駆られボランティアをしている人もいる。
原発事故現場で作業に従事する人も命がけで作業に
取り組んでいる。災害に関わる人々はそれぞれに心
に傷を負い、乗り越える努力をしている。全ての被
災者や関係者に希望を持ち、立ち上がるための支援
を行うことは、全国民の責務と考える。
これまでも、日本列島の各地には大規模な命、財
産を奪う天変地異がたびたび繰り返されてきた。そ
の自然現象は、何か対策を講じ、未然に防ぐことが
できればと思うが実際にはできていない。時間とと
もに過去の記憶も薄れていくのが人間の性であるが、
CURESNEWSLETTER)
自然災害ほど多数の人が綺麗に忘れてしまうものも
珍しい。困ったことに自然現象は忠実で頑固に執念
深くやってくる。いつ来るか分からない災害を防ぐ
唯一の方法は、人間が過去の災害から学び、過去の
記憶と経験を忘れず災害に向き合い備えをし、油断
しないことである。
人は文明が進むと自然を征服しようとするが、自
然は抑えることも思うようにすることも不可能であ
る。思うようにできないからこそ人は苦しみ、その
結果、自然の神秘と脅威を知ることで、人は自然に
対して従順になり、自然に逆らわず代わりに師とし
て学び、過去からの地震の経験などを自然環境に適
応するように努めることになる。
きようせい
人間は自然と命ある生物との共存の共生に加え、
過去から学び、現在の科学力で未来の天災の災禍を
ともいき
軽減し、回避して自然との共生に人間が努力しその
時に備えるのが肝要である。
震災の支援の在り方
東日本大震災後、日本国民に対して世界中から日
本人は暴動や略奪の行為が無く、秩序ある行動に賞
賛と支援メッセージが寄せられた。悲運に耐える被
災者に自治体職員の義務感、隣人愛の助け合い、日
本人の品格の高さに世界の人々は敬服し支援が広がっ
ている。
しかし、私たち日本人は被災地を支援するのに痛
みを分かち合うことができるのであろうか。また被
災地では依存体質を改め、自らの再生で自立できる
か。国家や自治体はまちの復興が中心であるが、被
災者の雇用と生活、人の心理面の支援をどこまでで
きるのであろうか。
さらに自治体の助け合いはどうなのか。自治体は
被災地の後方支援をする「他利」の精神が薄く、が
れき処理を引き受ける自治体も少なく国家力を危'具
せざるを得ない。被災地の復興に向け、自治体も平
時よりの交流し連携することが国家の再生と日本を
変える試金石になる。
また災害時には、制度やマニュアルで対応が不可
能な状態に陥る。この事態を補うのが平時からの自
治体や地域、住民同士のつながりや地域間のネット
ワークで連携し交流して支え合うことであり、国民
は平時より留意すること必要がある。
昔の人は過去の経験を大切にして蓄積しその教え
に頼り忠実であった｡私たちも今回の苦い経験を無駄
にすることなく､研究者や当局にだけ任すべき問題で
⑤
なく災害に関する科学知識や未来の知識の水準を高
めることが､天災の予防や減災が可能になる｡また､学
者や当局は科学の技術と人間生存の研究の知を総動
員して日本再生の未来につなげるために教育の場に
深く立ち入った災害の知識を授ける必要を感じる。
元菊町本町会の取り組み
私たち元菊町本町会は、金沢市のJR金沢駅西に
位置する高齢化率30％の町会である。「人は町会の
宝」「連帯は町会の命」と理念に定め、「誰もが安心
して住み続けられる地域」の地域づくりを目指して
いる。具体的活動として高齢者が中心になり見守り
隊などサークルコミュニテイを結成し、減災・福祉
地域のまちづくり活動をしている。
減災の取り組みには地域のキーワードを「災害は
起こる」「パニックは起こる」を前提に住民の会話
や交流、意思の疎通によるつながりを重視している。
平時より住民間のつながりができていれば発災時に
は住民は知らず知らずのうちに団結し自主的にリー
ダーが生まれ、得意分野で助け合うことが災害の防
波堤になる。見守り隊は制度やマニュアル、訓練を
超えた非常事態が起こっても地域住民が助け合うた
めに地域家庭に寄り添い、挨拶・声掛けで外に出れ
ば暖かさを感じる地域創りでコミュニケーションに
よる信頼関係を築き住民が「助けて」言えるつなが
りのコミュニテイづくりに取り組んでいる。
国民なら被災地の皆さんが大震災から強く、大き
く立ち上がることは確信し、望んでいるであろう。
しかしそれには多くの困難が伴う。例えば、人間は
身辺に悲しい事情が起こると「泣く」習性があるが、
緊張した時に自由自在に泣けるだろうか。身辺に犠
牲者や被害が発生し緊張が持続した後で、緊張が緩
んだ時に初めて泣くのではないか。うれし泣きも同
様である。このような状態の人々には、制度や規則
で補えないサービスが必要となるのではないか。
能登・金沢寄り添い隊「灯」の活動と地域への効果
前述のとおり、緊張を緩め、希望を持たせ、生き
る意欲と心の復興、人のつながりを作っていくこと
は制度や規則だけでは不可能である。その中で、金
沢大学の田中純一研究員が指導する能登・金沢寄り
添い隊「灯」の足湯活動は有効だと考える。現在、
能登半島地震の被災地である門前地区や、岩手県陸
前高田市広田地区で、被災者を置き去りにしないた
めの継続的な活動をはじめ、非被災地の元菊町でも、
⑥
住民の「助けて」と言える減災地域コミュニティづ
くりに足湯の活動で協力いただいている。
個人主義による血縁、地縁の希薄、無縁化の弱点
を補い、住民のつながりをつくる役割を担うのが金
沢大学の「灯」の足湯活動である。足湯は学生が相
手の手を侵しくさすり、つぶやきの傾聴と温かい心
で寄り添い緊張を緩める行為であり、相手は心の癒
しによって泣くこともできる。足湯の場で茶話会を
開催することで住民は集まり、閉じこもり防止やコ
ミュニケーションの場となる。
さらに、「灯」のメンバーは、地域のお祭りやイ
ベント、手芸交流、食事会に参加し、地域を包括し
た活性化や賑わいの支援に関わっている。「灯」の
おかげで、地域住民にとっては共助のコミュニティ
づくりが進んでいることに感激している。
また、住民のつぶやきから問題が発覚し、関係機
関との連携によって解決につながった例もある。さ
らに、学生と地域住民を交流させることで相乗効果
が生まれている。学生の若さあふれるエネルギー、
イノベーションや挑戦意欲と、地域住民などの社会
人としての長年の経験と知識をクロスカップリング
したことで、新しく地域内サークルを生み出し、さ
らにボランティアが近隣地域まで波及している。ま
た住民には、学生が地域に入ってくることで地域固
有の「しがらみ」を薄れさせ、住民の視野が広がり、
希望や生きがいを見いだすことになる。さらにボラ
ンティアなどの新しい公共とのつながりが、人間の
誇りと自信を生み出し、この社会関係資本の充実が、
地域の課題解決や減災・福祉地域づくりにつながっ
ていたと感じている。
震災からの教訓と地域コミュニティ
地域コミュニティは、自然や歴史、文化等を背景
に、豊かな人間関係と地域の連帯感を築いてきたが、
少産少死、単身化や閉じこもり、孤独など家庭構成
や生活スタイルの変化、価値観の多様性により血縁、
地縁の希薄化が進み、人々が触れ合う機会が減少し
コミュニティが希薄になりつつある状況下で無縁化
社会が心配される。
ハード対策のみでは命を守りきれない文明の限界
を東日本大震災に学び、災害には無縁と過信してい
る風潮そのものが非常事態であり「災害は起こる」
を前提に被害を最小化する減災地域を構築するには、
何が必要でどんな行動をとればよいのか。住民が協
力して想像力を働かせ命を無駄にしないために教科
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（言学問の知恵だけでなく、高齢者の長い人生から出
た言葉や知識は大切にし、平時より災害マップは安
全マップでなく、マニュアルは地域や住民の特性を
考慮して臨機応変に応用できる人材の育成と住民間
のつながり、ネットワーク拡大で融合社会を育て、
災害に襲われても地域が存続できる備えを整え、知
識を行動の糧にして次世代につなげるのが地域コミュ
ニティの役目だと考える。
更に、早期避難の書報含む情報伝達のシステムの
確認、改善、整理と多重化が必要であり、災害時に
混乱をさせる流言は、必ず発言元があり次から次へ
と鵜呑みにして流していく人が存在する。うわさが
流れたら、発信元、内容の確認が必要であり、その
風評の責任は住民自身に責任があると思う。住民の
コミュニケーションが取れ相互の信頼関係が築かれ
ていれば風評被害は防止できるであろう。
おわりに
私は震災2か月後の5月に金沢大学の能登･金沢
足湯隊のボランテイアに同行し､陸前高田市広田地
区を訪れた｡眼前にひろがるのは破壊の爪あと､一面
の瓦礫野原の惨状と捜索隊の姿であり、息をのむだ
けで声も出ない。日頃慣れ親しんできた自然の美し
さ、人々の優しさ幸せな生活がそこにあったはずが、
大自然の破壊力のすさまじさに人間は無力である。
都市を破壊する巨大な自然の力を見て恐怖を感じた。
11月にも、仙台空港から釜石市まで穏やかな波
の海岸線沿いを訪れた。美しい青空のもと、人影も
ない住宅や団地、田畑の跡が広がり、瓦礫の山の稜
線には背の高い雑草が生い茂っていた。現在も知人
や家族と連絡が取れない人がいるわけだが、日常の
生活を取り戻すためにも、一日も早い復旧・復興を
願うだけである。
被災地の皆さんは健全な地域経済の発展文化の
保護、環境の復活・保全、コミュニティの希望ある
復興により、物の豊かさ心の豊かさを大切にして幸
せな状況が早期に訪れることを期待する。そして被
災者が希望を持って困難に立ち向かっていけるよう
に被災者の皆さんを忘れずいつまでも寄り添ってい
きたいと考えている。
報道機関も、我々が忘れないために被災地の計り
知れない痛みと前向きになってもらえる報道を続け
てほしい。
東日本大震災と被災地の皆さんから学んだ浅学非
才の思いである。
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高岡市立成美小学校
教諭
高島英公子
心の手をつなぐ
1何かしなくては
2011年3月11日。その日は、卒業式の予行の前
日で、6年の学年主任として私は、児童と共に最後
の呼名の練習をしていた。ステージの上の日の丸が
大きく揺れたのを覚えている。校長の決定で、次の
日は、予行を30分遅らせて全校児童が東日本大震
災についての作文を書いた。
「現実の苦しさから逃げられない恐怖は、本当に
怖かったと思います。私たちにできることは、何だ
ろう（5年児童)」児童の意識は大人を超えたもの
だった。連日伝えられる東北の様子から「何かしな
くては」と、感じていた。
2自分にできること
児童は、福島にひまわりの種を送ったり、インター
ネットで被災地のことを調べたりしていた。しかし、
相手方が見えず、生の被災地の様子がどうしても分
からない。児童らは、何とか被災地の方と連絡が取
りたいという想いを募らせていった。そんなある日、
テレビのニュースで「足湯隊」といわれる活動を知っ
た。活動内容は、傾聴活動だという。これなら、教
員が現地でボランティア活動することができるので
はないだろうかと思った。最初は、どこに拠点があ
るのか分からず、東京の足湯隊や、石川や高岡の社
会福祉協議会に電話をした。どの人も自分の分かる
範囲で「○○に聞かれたらいいのでは」と親切だっ
た。どの団体も、それぞれ独自のネットワークをもっ
ていた。
「金沢大学の先生が中心にされていると聞いたこ
とがあります」学生係に電話で聞いたところ、法学
系の田中純一先生を紹介していただいた。直接研究
室に電話し、お会いすることにした。東北への細い
一本の道がつながったようだった。
3陸前高田市広田地区の方々との出会い
田中先生は、震災当時から何度も被災地に足を運
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ばれ、瓦礫撤去や「足湯隊」として傾聴活動を展開
しておられた。「コミュニティーの復興」の研究が
専門であるが、なにより復興への願いが強く、志が
高かった。金沢大学学生係のご厚意もあり、8月
21日から24日の4日間、私を含めて3人の教員が
足湯隊の活動に参加させていただくことになった。
活動場所の広田小学校は、もう、2学期が始まっ
ていた。被災した中学校が同居しており、診療所が
昨日立ち退いたばかりという状態だった。グラウン
ドには仮設住宅がめいっぱい立ち並び、そんな中で
子どもたちは、もう何度も来ている足湯隊の学生た
ちにまとわりついていた。印象深かったのは、大き
な声で誰にでも挨拶をしていたことと、小、中合同
の仲のよい清掃活動の様子だった。広田地区は半観
半漁、観光と漁業の町である。「今度、来られる時
は、街をもっときれいにしとくから、また来てね」
と、地域の方に声を掛けられ、胸の詰まる想いだっ
た。
「学校で避難訓練をするのに、どんなことに気を
付けたらいいですか」という私たちの問いに、松村
仁校長が「自分たちの学校がどんな所にあるか、ま
ず考えることです」と教えていただいた。松村先生
も、老齢のご両親を今回の津波で亡くされ、仮設住
宅で暮らされていた。田中先生のご厚意で、仮設住
宅の戸羽忠夫自治会副会長にも話を聞く機会を得た。
4授業で伝える
2学期になり、「震災に学ぶ」をテーマに被災地
の体験を伝え、今、自分たちができることを考えさ
せる授業を行った。災害の後、生活や経済活動が行
われる復興が進むが、今回の震災では、元の場所に
建物を建てることができず、復旧と復興が一緒に行
われている現状であること。それゆえに、思うよう
に復興が進まず、5ヶ月経った現在も瓦礫が山積み
であることを、体験を踏まえて話した。「半年もたつ
津波で燃えた校舎の写真を見せての授業
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たのに、まだ直っていない。東北の人達は、まだ、
不安や悲しみを抱えている｡」「私のできることは、
このことを今晩、家族に話すことだと思った｡」児
童は、復興への願いを、少しずつ現実のものとして
いった。
5義損米を送りたい（5年の取り組み）
5年生は、親子活動で田植えをした米を、義損米
として東北に送りたいと大人に働きかけた。さらに、
学習発表会で、募金を呼びかけたり、アルミ缶回収
のお金を仮設住宅の方に届けたいという意見も出た。
それをどうやって東北に届けるのかという問題があ
る。児童は、あくまで直接届けてほしいと思ってい
た。
稲作を指導した吉田利晶さんが、「児童の力にな
りたい」と東北行きを引き受けてくれた。2回目の
東北行きである。義損米も、JA各支所からたくさ
んの寄付があり、全部で、210kgになった。高岡市
役所社会福祉課からは、私たちが市の支援物資の毛
布を東北に届ける代わりに、災害従事車両の認定を
していただくことになった。今回のかかった費用は、
PTAの厚意で全て出していただくことになった。
子どもたちの願いが、たくさんの人の輪をぐるぐる
と回し始めた。
6心の花会議（4年の取り組み）
4年生の児童は、花壇で被災された方を励ました
いと考えていた。マリーゴールドで染めた幸せの黄
色いハンカチや、花壇のカレンダー、ポプリなどを
被災地に届けたいと思っていた。4年生は5年が義
指米を届けることを聞き、自分たちの想いも託すこ
とにした。
10月29日、30日。東北には、校長を含め5人
の教員と4人の地域の人が行くことになった。行き
が12時間、帰り11時間の行程は、天候に恵まれ、
紅葉の磐梯山が美しかった。夏に来たころに比べ、
コンビニが数件出来ていたので、なんとか道を尋ね、
広田地区の仮設住宅まで行き着くことができた。途
中の陸前高田市内はきれいに整地されていたが家の
土台さえも無くなっていた。瓦礫は、海岸に集めら
れ、残った高田の一本松が私たちを迎えてくれた。
宿泊した仮設住宅の集会場には私たちの他、自警団
の若者たちが、地域の活性について夜遅くまで議論
していた。広田小学校の児童と同じように、彼らも
来訪者である私たちに気持ちのよい挨拶をしてくれ
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